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魚鱗構造と液晶を用いた THz波伝搬制御素子 

THz wave propagation control device using fish scale structure and liquid crystal 
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平面型メタマテリアルは、用いる金属の種類や形状

により、新奇な電気的・磁気的特性を得られることか

ら、THz波の伝搬制御への応用について積極的に研究

がなされている。その中で、メタマテリアルと液晶を

用いた偏波制御についていくつか報告されており 1)、

液晶の配向方向に応じて透過特性に偏波依存性が現れ

ることから近年注目されている。 

 本研究では、平面型メタマテリアルの一種である魚

鱗構造 2)に着目し、液晶と組み合わせることで応答す

る周波数帯を制御することや、液晶の電界スイッチン

グによる偏波制御の可能性について調査することを目

的として研究を行った。 

魚鱗構造と液晶(5CB)とを組み合わせることで特性

がどのように変化するか調査するために、x 方向にホ

モジニアス配向させた液晶セルを作製した。作製した

液晶セルの概略図及び、クロスニコル配置における偏

光顕微鏡写真をそれぞれ Fig. 1、2に示す。なお、魚鱗

構造については、先行研究の魚鱗構造を THz帯で応答

するようにスケーリングを行い、レーザービーム描画

露光装置とリフトオフ法を用いて、金薄膜によって形

成した。Fig. 2 より、所望の液晶セルを形成できたこ

とが確認できる。作製したサンプルの評価については、

THz-TDS 装置を用いて、x方向に振動する直線偏波を

入射させ、パラレルニコル配置における、透過スペク

トルの測定を行った。測定結果を Fig. 3に示す。魚鱗

構造に PVA を積層させることで共振周波数がシフト

していることが確認できた。また、液晶を積層するこ

とで、さらに大きな変化を確認することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 LC cell 

 

 

 

 

 

 

Fig.2 Photomicrograph of LC cell 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 3 Transmitted spectrums of samples 
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